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我々は従来の STAMP(Sequentially Time All-optical Mapping Photography)[1]では実現困難であっ

たサブマイクロ秒域 (sub-Gfps)での可視化を目的とした再循環光学フィルタリングを提案し, ∼ 5.5

ns間隔のマルチフレームスナップショット計測に成功した [2].さらに前回,繰り返し周期の異なる

帯域制限パルスと線形チャープパルス間で和周波発生を繰り返し行う手法を提案し,∼3.8 ns間隔の

中心波長の異なるパルス列を生成の実証を報告した [3]. 本手法では,帯域制限パルスと線形チャー

プパルスを循環させ,再利用しながら和周波発生を繰り返し行うことで強度損失を抑えてパルス列

を生成し得ることを示した.一方前回までは,非線形光学結晶への集光等において最適化されてい

なかったため,各パルスの強度は 10 ∼100 pJ程度に留まっていた. 今回,光学系の改善を行い,パル

スの本数増加とパルス強度の向上を行うことができたため報告する.

光学系を Fig.1(A)に示す. 超短光パルスを誘電体多層膜のバンドパスフィルター (BPF)へ入射

させることで,透過光は帯域制限が行われる.一方,反射光には巨大なチャープを与え準線形チャー

プパルスに変換する.本構成では前回報告 [3]のようにビームスプリッターで分岐するよりも高い

光波利用効率が期待できる.その後,非線形光学結晶に入射させ,二つのパルス間で和周波発生を行

う.このとき時間幅のより短い帯域制限パルスにとって,チャープパルスは擬似的に単色光として

機能する.さらに二つのパルスをわずかに光路長に差を与えて循環させ,再利用しながら和周波発

生を行うことで,和周波光のスペクトルがシフトし,中心波長の異なるパルス列が生成できる. 原理

実証実験の結果を Fig.1(B)に示す. 時間波形はフォトダイオードで直接計測しており,時間間隔 ∼
3.8 nsの中心波長の異なるパルスを 6本発生できていることが確認できた.また各パルスの強度は

数 nJ程度となり,強度の改善も確認できた.講演ではこれらの詳細について報告する.

(A)The schematics of experimental setup. (B) The generated pulse train and the corresponding spec-

trum.
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